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平成17事業年度に係る業務の実績に関する報告書

平 成 １ ８ 年 ６ 月

国 立 大 学 法 人
広 島 大 学
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○ 大学の概要
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広島大学

”

→

 学長 　学長補佐 （危機管理担当、国際担当、広報担当、会計担当、人事担当）
　学長室付特別補佐 （渉外担当、企画担当）

　監事
　監事

　教育室
　副室長（教育担当）
　副室長（学生担当）

　理事・副学長（研究・国際担当）、図書館長兼務
　学術室

情報メディア教育研究センター部門、理学部等部門、
医学部等部門、工学部等部門、生物圏科学研究科部門、
先端物質科学研究科部門、原爆放射線医科学研究所部門

　理事・副学長（社会連携担当）
　社会連携室

　理事・副学長（医療担当）
　医療政策室

　理事・副学長（情報担当）
　情報政策室

　理事・副学長（財務担当）
　財務室

　理事・副学長（人事・総務担当）
　人事・総務室

　副学長（附属学校担当）
　附属学校室

東千田地区

　技術センター

　国際部

理学研究科、先端物質科学研究科、工学研究科、生物圏科　
学研究科、医歯薬学総合研究科等、国際協力研究科、

　医療社会連携センター

総合科学部、文学研究科、教育学研究科、社会科学研究科

　人事部
　総務部

　附属学校部

　教育研究学生支援室

　　運 営 組 織  （平成16年5月1日現在）

　理事・副学長（教育・学生担当）

　学生総合支援センター
　学士課程教育センター

　入学センター
　キャリアセンター
　エクステンションセンター

　学術部

　病院運営支援部

　図書館部

　情報化推進部

　施設管理部
　財務部

　産学連携センター
　知的財産社会創造センター
　東京リエゾンオフィス

　社会連携部
　地域連携センター

　監査室

社会連携推進機構

学長室

社会連携推進機構

 学長

　学 長補佐 （危 機管理 担当、広 報担当 、外部 資㉁瀠 当、人事 担当）

　学 長室付 特別補佐 （渉 外担当 、学長広 報企画 担当 、日中交 流担当 ）

　監事
　監事

　 教育室　

副学長 （ 社会連 携・研 究担当 ）
　学術室 　社会連 携室
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　 副 学 長 （国 際担 当）

　理 事・副学 長 （医 療担当 ）
　医療政 策室

　理 事・副学 長 （情 報担当 ）
　情報政 策室

　理 事・副学 長 （財 務担当 ）
　財務室

　理 事・副学 長 （総 務担当 ）
　総務室

　副学長 （附 属学 校担当 ）
　附属学 校室
　附属 学校部総合科学部、文学研究科、教育学研究科、社会科学研究科、

理学研究科、先端物質科学研究科、工学研究科、生物圏科　　　

学研究科、医歯薬学総合研究科等、国際協力研究科、

東千田地区　病院 運営支 援部医療社会連携セン ター
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　運 営 組 織　（平成 17年7 月6日 現在）キャリアセ ンター

情報メディア教育研究
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学部 総合科学部
　総合科学科

文学部
　人文学科

教育学部
　第一類（学校教育系）
　第二類（科学文化教育系）
　第三類（言語文化教育系）
　第四類（生涯活動教育系）
　第五類（人間形成基礎系）

法学部
　法学科

経済学部
　経済学科

理学部
　数学科
　物理科学科
　化学科
　生物科学科
　地球惑星システム学科

医学部
　医学科
　総合薬学科
　保健学科
　附属薬用植物園

歯学部
　歯学科
　口腔保健学科

工学部
　第一類（機械システム工学系）
　第二類（電気・電子・システム・情報系）
　第三類（化学・バイオ・プロセス系）
　第四類（建設・環境系）

生物生産学部
　生物生産学科
　附属練習船豊潮丸

大学院 文学研究科（博士課程）
教育学研究科（博士課程）

　附属幼年教育研究施設
　附属教育実践総合センター
　附属障害児教育実践センター
　附属心理臨床教育研究センター

社会科学研究科（博士課程）
　附属地域経済システム研究センター

理学研究科（博士課程）
　附属臨海実験所
　附属宮島自然植物実験所
　附属両生類研究施設
　附属植物遺伝子保管実験施設

先端物質科学研究科（博士課程）
保健学研究科（博士課程）
工学研究科（博士課程）
生物圏科学研究科（博士課程）

　附属瀬戸内圏フィールド科学教育研究センター
医歯薬学総合研究科（博士課程）
国際協力研究科（博士課程）
法務研究科【法科大学院】

　附属リーガル・サービス・センター
専攻科 特殊教育特別専攻科
附置研究所 原爆放射線医科学研究所

　附属国際放射線情報センター
病院 病院
図書館 中央図書館（東千田分室）、東図書館、西図書館、医学分館
全国共同利用施設 放射光科学研究センター

中国・四国地区国立大学共同利用施設 西条共同研修センター

学内共同教育研究施設等

学内共同利用施設 ハラスメント相談室

附属学校

教育研究組織　（平成17年7月1日現在）

高等教育研究開発センター、情報メディア教育研究センター、自然科学研究支援開発セン
ター、留学生センター，産学連携センター，ナノデバイス・システム研究センター、教育開発
国際協力研究センター、保健管理センター（霞分室）、平和科学研究センター、環境安全セ
ンター、総合地誌研究資料センター、地域連携センター、北京研究センター、知的財産社会
創造センター、宇宙科学センター、外国語教育センター、文書館、医療社会連携センター、
スポーツ科学センター、HiSIM研究センター

附属小学校、附属東雲小学校、附属三原小学校、附属中学校、附属東雲中学校、附属三
原中学校、附属福山中学校、附属高等学校、附属福山高等学校、附属幼稚園、附属三原
幼稚園

　学部 　総合科学部
総合科学科

　文学部
人文学科

　教育学部
第一類（学校教育系）
第二類（科学文化教育系）
第三類（言語文化教育系）
第四類（生涯活動教育系）
第五類（人間形成基礎系）

　法学部
法学科

　経済学部
経済学科

　理学部
数学科
物理科学科
化学科
生物科学科
地球惑星システム学科

　医学部
医学科
総合薬学科
保健学科
附属薬用植物園

　歯学部
歯学科
附属歯科衛生士学校
附属歯科技工士学校

　工学部
第一類（機械システム工学系）
第二類（電気・電子・システム・情報系）
第三類（化学・バイオ・プロセス系）
第四類（建設・環境系）

　生物生産学部
生物生産学科
附属練習船豊潮丸

　大学院 　文学研究科（博士課程）
　教育学研究科（博士課程）

附属幼年教育研究施設
附属教育実践総合センター
附属障害児教育実践センター
附属心理臨床教育研究センター

　社会科学研究科（博士課程）
附属地域経済システム研究センター

　理学研究科（博士課程）
附属臨海実験所
附属宮島自然植物実験所
附属両生類研究施設
附属植物遺伝子保管実験施設

　先端物質科学研究科（博士課程）
　保健学研究科（博士課程）
　工学研究科（博士課程）
　生物圏科学研究科（博士課程）

附属瀬戸内圏フィールド科学教育研究センター
　医歯薬学総合研究科（博士課程）
　国際協力研究科（博士課程）
　法務研究科【法科大学院】

　専攻科 　特殊教育特別専攻科
　附置研究所 　原爆放射線医科学研究所

附属国際放射線情報センター
　病院 　病院
　図書館 　中央図書館（東千田分室）、東図書館、西図書館、医学分館
　全国共同利用施設 　放射光科学研究センター
中国・四国地区国立大学共同利用施設 　西条共同研修センター

学内共同教育研究施設等

　附属学校

　教育研究組織　（平成16年5月1日現在）

高等教育研究開発センター、情報メディア教育研究センター、自然科学研究支援開発センター、留学
生センター、産学連携センター、ナノデバイス・システム研究センター、教育開発国際協力研究セン
ター、保健管理センター（霞分室）、平和科学研究センター、中央廃液処理施設、総合地誌研究資料
センター、地域連携センター、北京研究センター、知的財産社会創造センター、宇宙科学センター、外
国語教育研究センター、文書館

附属小学校、附属中学校、附属高等学校、附属幼稚園、附属東雲小学校、附属東雲中学
校、附属三原小学校、附属三原中学校、附属三原幼稚園、附属福山中学校、附属福山高
等学校
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広島大学

全 体 的 な 状 況
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使命 目標 行動計画

長期目標 第１段階 第２段階 第３段階

○大学院講座化の早期完成建学の精神 ●世界トップレベルの特色ある総合
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広島大学

項 目 別 の 状 況

Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上
１ 教育に関する目標
（１）教育の成果に関する目標
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ר ₲└₿╒” ר ₤∩≥₈₲└₿╒‗ ‗╒₿└₈₲≤∩₤ר Ό   ” ΅ Ὸ⁮
‒―Ὼ‍ ₀  ‍ ₤ Ό  ― ₤∩ ”₤∩≥₈ ₀  ‍῀₤∩≥₈ ‗„ ” ῺΉ
∩≥₈₲└₿╒ ₀   └∆╒└⁞ ₀ ‚ ῾‍ ‖Ῥ⁯ ‗ ₁‖ ‭” ‾‡‗ῌ

 ‍ ║ ₀ Ὸ   ⁞ ‭” –” ‖Ῥ⁴ ‗Ὸ⁮ ῃ’ ‚ῷ΅― ” ₀
 ‍ ‚ Ὸ ⁴῀ ’‘ Ὸ⁮ ‚ ‒―΅⁴῀
ש ‭” ₀ ῾‍₤∩≥₈ ₀ ῲ ║ ₡≥ₔ└Ω╒₮≡└⁞ ” ₳∙₀  ―῀
 ⁴‍‼” ₀  ⁴ ’₤∩≥₈₣ₐ⃰└₰”῀

₣ₐ⃰└₰ 8 0+27/
₳∙ 2 28/

║ ” ΅ ‖”₤∩≥₈ ” ῾₀ ῲ‍‼
” ”
‗ 084

ₐ└₿╒└₮№↨‗₤∩≥₈℮₭ₐ└ 22
‗ר,11

ש ” ₀ ⁴‗ Ήש  ⁴῀  ⁴ ῌ₤∩└∆╒└‗ ―−₰₿╒₀῀
‗‾‚  ‍ ║ ‚  ⁴‗‗‾‚ ←└↔⌐№⅍‚‾  ⁴’
₀ Ὸ ‍ ‚ Ὸ  ‘ Ῥ⁮⁫⁴ ₀  ― ₀   ” ₀



, 7 ,

⁴‍‼” ₀  ⁴῀  ‍῀
║₤∩≥₈₲└₿╒ ‖ ₣ₐ⃰└₰”
5║6 0/ 31‮ 2+157 2/

║ ₲∙⅓╒”
05 81 03

║ ‚  ⁴ ₀ ⁮‚  ‍ ”
Ή  ⁴ ”‍‼‚ῌ 2+0//
Ή ” Ὼῌ 2+0//

║ₐ└₿╒└₮№↨‭” ’ ‚ ῾‍
• ’‘” „7

4
 ⁵⁮₀ ‴ῴ ₤∩≥₈₲└₿╒‖” „

1 03 ”638 ‚  ‍῀
‴‍ ” ‗ ― ₣ₐ⃰└₰”

2 ” ” ₤
∩└←₰‚ ” ₀  ‍῀
’ῷ 06 ” „75-7 ' ”
(‖Ῥ⁴῀

‗ש,11

【３】 【３】
【教育の成果・効果の検証 【教育の成果・効果の検証
に関する具体的方策】 に関する具体的方策】
ר ” ”‍‼ ר ₲└₿ ר ₲└₿╒‚ῷ΅― 04 Ὸ⁮

’‘” ‚ ╒‚ῷ΅― SNDHB” ₀ ‚  ―΅⁴ΉSNDHBῌ‚–΅― 04 Ὸ
 ⁴ ’ ₀ ‚ —Ὼ SNDHB” ⁮06 ” ₰₪₈” ║ ”⌐∂⌂” ’

 ⁴‗‗‾‚ ῾₀ ‚ ‍ῲῴ‖ ” ⁞ 04 Ὸ⁮ 06 ” Ὸ⁮”
” ‚–΅―‾  ⁴ ₀  ⁴῀ ” ‚–΅―   5// ₀   ‗₀῀

‗ ‍῀ ‚„ ‚₲└₿╒ ₀ ῼ ‗‖
‗  –– ’ ” ‚ ⁯ ‹ 2

‚ῷ΅―„ Ό  ⁴ ‗ ―” ‗
” ₀ ⁯ 3 ‚ῷ΅―„ ‖Ῥ

⁴ ↨⌠₧≤√‚⁭⁯ ‗ ‚ ⁵⁴ ‚  
― ⁮’⁴ ” ₀ ⁴ ‗₀  ―΅⁴῀

ש ” • ש ‚ῷ῾⁴BAS •NRBD” ‚–΅―„ ‖„
₀  ⁴‗‗‾‚ ‚⁭⁴⅍≤ₐ₈⌂‚ ῴ ”℮╒₿₀

​” ” ‚  ⁴   06 Ὸ⁮ ₀  ‍῀ ‖„ ∟
’ ” ‚–΅ ⅔₿╒ ₀ ‚ •

―‾  ⁴῀ ₀ ῴ 06 ⅍≤ₐ₈⌂₀ ΅ 07 Ὸ
⁮” ‚ ῾― ” ₀ ‼‍῀
‴‍ ​” ” ‚  ⁴ ’ ” ‚–΅

―„ ‚  ⁴ ⁞ ‖  ⁴
↨⌐₰∞└⅍Ω₰⅍ ” ‚–΅―
↨⌠₧≤√ VF‚ῷ΅― ₀ ‒‍῀

ש ⁞​” ‚ ת ₤∩≥₈₲└₿╒‚ῷ ―΅ῷ‚╒₿└₈₲≤∩₤ת ║ Ό2  
 ― ” ⁞ ΅― ‚ ⁴ 5// 0 ‚ ” Ό ⁴ „4 ‴‖

‚  ⁴ ₀ ΅ ​”  ‍ ‚ —΅― ₀ ‚₈└₨╒⅍ ₀   ₀ ‚ ‚
₀ ‚  ⁴῀ ⁞​” ‚    ‍῀‴‍ ” ‗ ― ‖„

―₈└₨╒⅍ ₀   ₀ ΅― • ₀   06 2
῀​” ‚  ⁴῀   ” Ό‖Ὼ―΅⁴Ὸ‘ῲῸ₀  ―΅⁴

‗ש,5

（大学院課程） （大学院課程）
【４】 【４】
【大学院の教育成果に関す 【大学院の教育成果に関す



, 8 ,



, 0/ ,

₀   ‚ ₀ ῲ ‗‚⁭⁯ ‭”
₀ ‒―΅⁴῀

ש ⁞​” ‚ ש ₤∩≥₈₲└₿╒‚ῷ ―΅ῷ‚╒₿└₈₲≤∩₤ש ║ Ό2  
 ― ” ⁞ ΅― ‚ ⁴ 5// 0 ‚ ” Ό ⁴ „4 ‴‖

‚  ⁴ ₀ ΅ ​”  ‍ ‚ —΅― ₀ ‚₈└₨╒⅍ ₀   ₀ ‚ ‚
₀ ‚  ⁴῀ ⁞​” ‚    ‍῀‴‍ ” ‗ ― ‚ῷ

―₈└₨╒⅍ ₀   ΅― ₀ ΅―” • ₀   06
​” ‚  ⁴῀ 2   ” Ό‖Ὼ―΅⁴Ὸ‘ῲῸ₀  ―

΅⁴ ῀‗ת,2



, 00 ,

広島大学

Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上
１ 教育に関する目標
（２）教育内容等に関する目標

ר ” ⁞ ” ‚  ‍ ⁞ ₀中
 ⁴῀

ש ’ ₀   ​⁵₀  ⁴‍‼” ↨⌠₧≤√₀  ―期
” ” ‚ ‼⁴‗‗‾‚ ‭” ₀  ⁴ ’

₮₰Ω√₀  ⁴῀目

ר ₀   ⁵‍ ’ ” ₀   ₀  ⁴῀標
ש ” ₀ ‚  ⁴‗‗‾‚ ⁵ ” ₀ ⁴῀
ת ‚  ⁴₢≥₤≈≤√₀    ‍ ║ ” Ό ⌐∂⌂”
‾”‗’⁴⁭ῲ ” ‚ ‼⁴῀

װ  ‍ ₀  ⁴ ” ₀ ⁴῀
ױ ” Ῥ⁴΅„ ” ║ ‚‴‍Ό⁴ ⁞ ₀

  ’ ₀ ῲ῀

”

（学士課程） （学士課程）
【７】 【７】
【アドミッション・ポリシ 【アドミッション・ポリシ
ーに応じた入学者選抜を実 ーに応じた入学者選抜を実
現するための具体的方策】 現するための具体的方策】
ר ₀Ή ר ₀ Ή ר 00 ‚ῷ῾⁴ ” ⁞ ‚  ⁴
ῌ‗ ₀  ⁴ ῌ‗Ή @N ₣ₐⅎ ║ ‚  ⁴ ῌ ₀ ῼ  Ή ῌΉ

Ή ῌ” ῌ” ‚   ⁴’‘‚⁭⁯ ”Ή ῌ •‚Ή@N ῌ”
‚  ⁴῀ Ὸ ‚–΅― ₀ ‒‍῀’ῷ ‚ ’ ”

⁮  ⁴῀ ₀  ⁴‍‼ Ή ῌ‚ Ὼ ῺΉ ῌ‚ῷ΅―
Ή₳∙⅓╒⌂ @N ῌ₀   ῼ” Ό ‴
‒‍ 7+361 ' 7+026 (῀
‴‍ ₲└₿╒‚ῷ΅―@N €−╒⅍ ”

⁞ ∙₰ ”‍‼”℅ₓ№₦ ” ₀ ‒‍
07 ”Ή ῌ •Ή@N ῌ₀ Ὼ’ ’ῼ

 ⁴ ‗Ό ‍῀‍‎  ‚ῷ΅― ’
∙₰ΌῬ‒‍‍‼ ℅ₓ№₦ ” ₀  



, 01 ,

–΅―‾  ‍῀

ת ₲└₿╒ װ ₲└₿╒ װ ₲└₿╒ ‚ῷ΅―   ⁞​”
” ΅⁞ ” ” ΅⁞ ‚–΅ ‚–΅― ₀ ΅ ‚   ‍῀​”
 ₀ ῲ῀ ― ‚ῷ ₲└₿╒ ₀  @N ῷ⁭• 1/

῾⁴ ” ‚ῷ΅― ‖   ₲└₿╒ ”
• ” ₀  ’ ΌῬ⁴ ‗’⁯ ‗ ―  ‍‾”‗’‒‍῀
Ό⁮ ₀ ‼⁴῀

װ ₈ⅎ∙№₮≡└₲└₿ ױ ₲└₿╒Ό ױ ₲└₿╒‚ῷ΅― ₀  ⁴‗‗‾‚
╒₀Ή ₲└₿╒ῌ‗  ‗ ₀ ‼ ‗  ― ‚ῸῸ⁴ ” ₀  ‍῀
― ║   ” ║ • ║ ‚ —Ὼ 08 • 1/ ”

⁞ ‚  ⁴ ’ ₀   ” ”Ή ῌ •‚
║ ” ⁴῀ Ή @N ῌ₀

” ║ Ή ‖ Ό ”ῌῸ⁴‮ •
║ ‗  ― ’ ”

‚ ⁴ ’ 7 8 2/0
’‘₀ ‚ 4 4 0+528

ῲ῀ 2 2 234
​” ” 1 3 16/
₡╒↨└₤∩└←₰ 0/+475

” 1/ 1+/51
” 26 4+755

║ ₲└₿╒ ₡↔₉₰” 06 01
║ ” ‚‾  ΅₈ⅎ∙№₮≡└₡↔₉€╒”
║ ₡↔₉₰‗ ₀ ‫ ₮₰Ω√₀  ‍

”

【８】 【８】
【教育理念等に応じた教育 【教育理念等に応じた教育
課程を編成するための具体 課程を編成するための具体
的方策】 的方策】
ר ” ‗ ר ” ר 06 0 07 ‚  ‍Ή ↨⌠₧≤√ ῌ₀

” ₀ ‚ ‍ ↨⌠ 07 2 03   07
₀ ‚ ⁴῀ ₧≤√₀  ⁴‍‼” Ὸ⁮  ⁵⁴ ₀ ‚ ‍ ↨⌠₧≤√”Ή

↨⌠₧≤√ ῌ₀ ₀  ‍῀
  ⁴῀ ║ ₀  ⁴‍‼”52 ↨⌠₧≤√

║ Ό ” ₀ ‖Ὼ⁴5 ↨⌠₧≤√
║ ↨⌠₧≤√‗  ‍ ⁞ ”Ω╒∕‚ —
ῼ Ό ’7 ↨⌠₧≤√
ṺΉ ῌ O24 25

ש ₀ ש ₀ ש ‚ῷ΅―„ ↨⌠₧≤√ ‚ ‚⁭⁴↨⌠
 ⁴‍‼‚ ↨⌠₧≤  ⁴‍‼” ↨⌠₧≤√ ₧≤√ ₀   ↨⌠₧≤√” ║
√₀  ⁴῀ ₀   Ὸ • ₀  ⁴‗‗‾‚ ῃ”

⁮” ‚ ῾‍ ₀  ‚  ⁴ • ‭”₈ⅎ
⁴῀ ↄₐ₰ ₀₮≤ↄ₰‚  ‍῀‴‍ ” ₀ ‼⁴

῀‍‼‚ ↨⌠₧≤√ ₀  ‍
‗ר,/0

ṺΉ ῌ O26 36

ת ת ↨⌠₧≤√‚ῷ῾ ת „ Ὸ⁮ ⁸⁵―΅⁴
₀   ₀ ⁴ ₀ ” ‚ ῴ― ↨⌠₧≤√‚  ‍ ‚  ⁴
 ― ₢≥₤≈≤√⁞  ⁴῀ ₀  ⁴‾”‖Ῥ⁯ ’ ⁞FO@‗” ₀

” ₀ ΅ ​”   ↨⌠₧≤√ ‚⁭⁯  ‍῀
₀ ║ ‚ •– ‗ש,/0

῾⁴῀ ṺΉ ῌ O05



, 02 ,

װ ” ₀ װ ” ₀ װ ” ₀ ‗ ⁴ ↨⌠₧≤√” ₀ ΅
‗ ⁴‍‼” ’ ‗ ⁴‍‼‚ ↨⌠₧ ↨⌠₧≤√ • ↨⌠₧≤√” ₀ ‒‍῀
↨⌠₧≤√₀  ⁴῀ ≤√‚ῷ῾⁴ ↨⌠₧ ’ῷ ₯≡ₐ└⅍℮₉₧≥╒ ‚–΅―„ ‚  ―

≤√ • ↨⌠₧≤√₀ ‒‍⅔╒₱ ₀ ‴ῴ― ‚ῷ΅― Ὼ
  Ὸ⁮ Ὼ ₀ ῲ ‗‗ ‍῀

” ‚ ῾‍ ₀ ⁴ ṺΉ ῌ O25
‗‗‾‚ ₯≡ₐ└⅍℮₉
₧≥╒ ”

” ‚–΅―  
⁴῀

ױ ₀​”↨⌠₧ ױ ↨⌠₧≤√” –‗ ― ” ‚ ⁴ ↨⌠
≤√‚  ⁴ ” – ₧≤√‖ ₀​”↨⌠₧≤√‚  ⁴ ‚  ’
‚  ’΅ ’ ΅‾”₀ ↨⌠₧≤√‗ ⁴ ‗‗  ‚
↨⌠₧≤√ ↨  ’Ό⁮↨⌠₧≤√‚  ⁴ ‗ ‚↨⌠₧≤
⌠₧≤√ ₀  ⁴῀ √Ό ‼⁮⁵⁴ ‗₀  ―  ―ῷ⁯ ₀

↨⌠₧≤√ ‚⁭⁯  ‍῀
ṺΉ ῌ O4
’ῷ ↨⌠₧≤√‚–΅― 08 ₀ ‚

’ ₀ ‒―΅⁴῀

ױ ‗ ײ ‗ ײ ║ ₀   ῴ‟ ‚ῷ΅―„
Ή ῌ ῀‗₀≥└₦ ‍ ↨ ‗₀≥└₦ ‍ ↨ ║ ₀  ‍ ₀  ―΅⁴

⌠₧≤√₀  ⁴῀ ⌠₧≤√₀  ⁴῀ ‴‍ ‚ῷ΅―„ ↨⌠₧≤√” ‚ ‗ Ό
‖Ὼ⁴ ‗ ― ₀ ῾―΅⁴῀

ײ ” ‚ ׳ ‚⁭⁴ ׳ ” ‚ ” ⁯ VF₀ ' 06 8
 ― ‚ ” ”‍‼” ” 02 ( ― 07 2 05 ‴‖7 ” ₀  ‍῀​”
—ῼ ” ΅ ₀ ║ ₀ ⁴‍‼ ” ⁯ ⁞ ” ⁯ ‹  ⁮‚„
 ⁴‍‼” ’₮₰ ’₮₰Ω√₀   ​”‍‼” ‚–΅― ⁯ ₁‎Ή ”

Ω√₀  ⁴῀ ⁴῀ ” ⁯ ‚–΅―ῌ” ₀ ⁯ ‼‍῀

׳ ‚ ״ ↔ₓ⅔№₦₰ ‚ ״ ‚  ‍ • ” ₀ ⁴‍
 ‍ •  ‍ • ‼ ↔ₓ⅔№₦₰ Ὸ⁮”⅔╒₱‚ ῴ⁴‍‼”
” ₀ ⁴῀ ” ‚–΅― •⁭⁯ ΅ ₀  ⁴‍‼” ‚–΅―

 ⁴῀ ‖ ₀ ‒‍῀

״ •∑≤└Ω ᴀ •∑≤└Ω ᴀ ‖„ 01 6 ” ‚ῷ΅―Ή „ ”
₉₈ ₀ ” ‗  ₉₈ ₀ ‗ ― ‖Ῥ⁴ῌ‗” Ό ⁵―΅⁴῀ ₧⌂
―  ⁴῀ ῾⁴ ‗₀  ⁴ ╒↨‗ ₧⌂╒↨‗‖ •∑≤└Ω₉₈῀

” ‚–΅― ₀ ‒―΅⁴῀’ῷ ”
‾   ‗ ― ῾⁴ ‗₀ ‼ Ὼ Ὼ
₀ ῲ ‗‗ ‍῀

【９】 【９】
【授業形態，学習指導法等 【授業形態，学習指導法等
に関する具体的方策】 に関する具体的方策】
ר ║ ₀  ‍ ר ↨⌠₧≤√” ר ” ‗ ― ῾‍ „ ​⁵‌⁵”

’₢≥₤≈≤√‚ ’₢≥₤≈≤√‚ ‒‍ ₀ ‚‼‍‫ ’ ₀  ⁴ ‗‚⁭⁯
‒‍ ₀ ῲ῀ ”‍‼ ‚ ‍ ” ⁞ • ‚ ’ ║ ₀

’ ”  ⁴ ‗ ― ῾―΅⁴῀
‗ ― ῾‍Ή ῌ ↨⌠₧≤√” ‚  ―„ Ό Ό
” ₀    ‍₮≤ↄ₰‚⁭⁯ ₀ › ₀

‚ Ό⁴ ₀   ₀ ῴ‍ ‖ ↨⌠₧≤√
ῲ ₀  ⁴῀ ₀  ‍῀

ש ” ₀ ש ” ” ש ‚ῷ΅― • „ ’ ⁯



, 03 ,

 ⁴῀ ₀ ⁴῀ ₀  ―΅⁴Ό ‚–΅―‾ ₀  ‍ ‖
’ ‗ ⁴⁭ῲ ‼―΅⁴῀

ת ⁞≥∞℮₉ ת ‚ — ת 07 Ὸ⁮” ‚  ⁴‍‼ ” ‚
₈⌂ ’‘ ₀ ῼ ‚⁭⁴ ’  ‍ ‚–΅― ₀ ΅ 07 3 Ὸ⁮Ή

 ⁴‍‼”∞℮₉₈₪ ₀  ⁴ Ή Ή ῌ”2 ‚–΅― ‚ῌ ῌ
└Ω└℗” ⁞ ₀ Ὸ⁮” ‚  ⁴‍ ” ₀  ⁴ ‗‗ ‍῀‴‍ ∞℮₉₈₪└Ω└℗”
ῲ῀ ‼ ║ ” ‚–΅―„ ‚ῷ΅― ⁞ ‚

₀  ⁴῀‴‍ ‚ ΌῸῸ⁴ ‗Ό  ‍‍‼ ₀  ‍῀
║ ”‍‼”∞℮ ’ῷ ” ‗ ― ” ⁞ ₀  ‍

₉₈₪└Ω└℗” ‚ „Ή ῌ‚  ⁴CUC ₀0//₲№⅍  
 ⁴῀ ‚     ‗‗ ‍῀

װ ”⅔╒₱‚ ‖ װ ‚ῷ΅― װ ” ” ‗ ― Vda ” ∆╒₯⁞
Ὼ⁴ ‗ ⁞ ” ‚–΅ ₢╒ⅎ’‘₀  ― ‚ῸῸ⁴ ⁞ ’‘₀ ⁯

₀  ⁴‍‼‚ ―  ⁴῀  ―  ⁴ ‗‚⁭⁯ ⁞℮₉∂╒⅍ ” ₀ ⁴
⁞↔₉╒⌂ⅎ─╒₦₀ ₀ ⁮  Ὸ⁮Ῥ⁴Ή ‗ Ὸ⁮”‼´‹ῌ‚
‚  ⁴῀ ῴ 07 Ὸ⁮ ‍‚  ⁴Ή ₀ ‫ ‚‪⁵

⁴ Ή↔₉╒⌂ⅎ ‚ῷ΅― ⁞ῌ ῌ
₀ ῼ ⁯ ⁵⁴ ‗‗ ‍῀‴‍ ₳∙‚ῷ΅―‾

” ‚⁭⁯ ” ↨⌐₳└Ω
╒₮≡└⁞ ” ’‘” ₀‼  ‍ ” ⁞

’‘ ₀ ⁵‍
‚⁭⁯ ₀ ‚  ⁴‗‗‾‚

₀‗⁮ῴ⁴ ” ⁞ ‗ Ῥ⁴΅„ Όῷ
΅‚ ⁯ ῲ ₀  ―΅⁴῀

ױ Ό ױ ₐ└₿╒└₮№↨‚  ⁴‗‗‾‚
 ⁴ₐ└₿╒└₮№↨‭ ”ₐ└₿╒└₮№↨₀  ‍῀‴‍ ‗ 
 ⁴‗‗‾‚ ―Ήₐ└₿╒└₮№↨‗₤∩≥₈℮₭ₐ└ῌ₀  ‍῀

”ₐ└₿╒└₮№↨₀ ║ ₐ└₿╒₮№↨ 206 66 ₔ└⅍
  ‗ ― ≥╒₮╒⅍ ‚⁭⁯34

Ήₐ└₿╒└₮№↨‗₤∩ ║ ₐ└₿╒└₮№↨ 14 ‚⁭⁯00
≥₈℮₭ₐ└ ₀  ⁴ῌ ῀

║ ₐ└₿╒└₮№↨‗₤∩≥₈℮₭ₐ└ῌ 22Ή

【10】 【10】
【適切な成績評価等の実施 【適切な成績評価等の実施
に関する具体的方策】 に関する具体的方策】
ר ⁞ ₀ ר ‚⁭⁴ ר ‚ῷ΅―„ ↨⌠₧≤√ ‚ ‚⁭⁴↨⌠

 ⁴’‘₮≤ↄ₰₀ ↨⌠₧≤√” • ₧≤√ ₀   ↨⌠₧≤√” ║
‚    ₀ ₮≤ↄ₰‚ ⁞ • ₀  ⁴‗‗‾‚ ῃ”

  ⁴῀ ₀   ‚ ‚  ⁴ • ‭”₈ⅎ
₀   ⁴῀ ↄₐ₰ ₀₮≤ↄ₰‚  ‍῀‴‍ ” ₀ ‼⁴

῀‍‼‚ ↨⌠₧≤√ ₀  ‍
‗ש,7

ש ” ₀ ‼ ש ↨⌠₧≤√ ש „ Ὸ⁮ ⁸⁵―΅⁴
⁴ ’ ₮₰Ω√₀ ‚⁭⁯ ₀ ” ‚ ῴ ↨⌠₧≤√‚  ‍ ‚  ⁴
  ”  ‗‚ ‚   ῃ ₀  ⁴‾”‖Ῥ⁯ ’ ⁞ ‗” ₀

₀  ⁴῀ ” ‭” ₀   ↨⌠₧≤√ ‚⁭⁯  ‍῀
‚  ―  ⁴ ‗ת,7
₀  ⁴‗‗‾‚ Ή
║ ῌ”‹’⁮ Ή
║ ῌ‚–΅―‾
₀ ‼

₀ ”ῲῴ ‚



, 04 ,

₀ ‖Ὼ⁴ ₮₰
Ω√₀  ⁴῀

ת ₀  ‗‚ ת ₀ ‗ ― ת ‚ῷ΅― ₀ ‗ ― ‚  
‚   ῃ” ‚  ⁴ • ⁴ ’⁮•‚ ₀℅≈╒₿╒₀  ― ῲ ₀

‭” ₀ ‚ ₀ ‚ •–   ₀ ‚ •–῾⁴₮₰Ω√₀  
 ― ῾⁴₮₰Ω√₀  ⁴῀ ↨⌠₧≤√ • ↨⌠₧≤√
 ⁴῀ ‚⁭⁯  ‍῀‴‍  ⁵⁮” ‗₀

‚ ⁯⁞ ῼ  ⁴‍‼” ₀ ”EC║RC” ‗
 ―  ‍῀

‖ ’ ₮₰Ω
√₀  ⁴῀

（大学院課程） （大学院課程）
【11】 【11】
【アドミッション・ポリシ 【アドミッション・ポリシ
ーに応じた入学者選抜を実 ーに応じた入学者選抜を実
現するための具体的方策】 現するための具体的方策】
ר • ר ’ ‚⁭⁯ ר ‚ῷ΅― ’ ₀  ‍‰Ὸ

’‘₀ ‚   Ὸ⁮ ’ ₀ ” ₀ Ὸ ‍ ⁞ ₀  
Ὸ⁮ ’ ₀ ‚ ῾ ⁵⁴‗‗‾‚ ‍῀‴‍ ‚  ⁴ ”OQ₀ ΅ ’

‚ ῾ ⁵⁴῀ ” ‚ ‼ ” ‚ ‼‍῀
⁴῀ 06 ”

║ 0/
║↔ₓ⅔№₦₰ 7
║ 4
║ 5
║ 2 ₀ ‗ ‍ 1

ש ” ⁞ ש ” ש ' )ר,/5 6 ‚ῷ΅― Ή↔ₓ⅔№
”  ⁮‚ ” •Ή↔ ₦₰ ῌ₀  ‍‰Ὸ 0/ ‚ῷ΅―Ή

„ ↔ₓ⅔№₦₰ ₓ⅔№₦₰ ῌ” ῌ₀   ΅ ” ₀ ῾ ⁵‍῀Ή ῌ
” ‚⁭⁯ ” ‚⁭⁯ ΅ ║↔ₓ⅔№₦₰
‹’⁮  ΅ ” ” ₀ ῾ ⁵⁴῀ ₀ › 5

₀ ῾ ⁵ ₀ › 3
‚‪ ⁸ ΅ ║

” ₀ ⁴῀ ₀ › 56
₀ › 0/5

’ῷ ‚ῷ΅―‾@N ‚⁭⁯
” ₀ – ” Ὸ⁮3 ₀ ‗ ―

΅⁴῀

ת ←└↔⌐№⅍ ∏╒√ ת ←└↔⌐№⅍₀ ת  ⁵―΅’Ὸ‒‍ ←└↔⌐№⅍‚–΅―



, 05 ,

∆╒₯ ‖₈ⅎ∙№₮≡└  ⁴‗‗‾‚ € ”Ή ῌ⁞Ή ₀  ⁴ ῌ’‘ ”
║−≥₮╒₀  ― ₐ⅍₀ ›∏╒√∆╒₯” ₀ ⁯ ”←└↔⌐№⅍₀ ” ”

‚ ‼⁴῀ ₀   ₀ ⁴ ║
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【13】 【13】
【授業形態，学習指導法等 【授業形態，学習指導法等
に関する具体的方策】 に関する具体的方策】
ר ‚  ‍ ר ‚  ‍ ר ῃ” ‚ῷ΅― ‚ῷ῾⁴ ’ ₀

”‍‼‚ ‗” ”‍‼‚ ‗”   ‍⁯ ” ΅ Ῥ⁴ ₀ ῃ” •
₀  ‍ ₀ ₀  ‍ ₀ ‖  ‍ῲῴ‖ ₀ ῲ’‘ ↨⌠₯ₓ

 ⁴῀  ⁴῀ ₦⅍‚ ₀ ῼ   ―ῷ⁯ „ ‗
‗” ‗ ―  ―΅⁴῀

ש ”⅔╒₱‚ ῴ⁴ ש Ό ש ‚ῷ΅―„ 8 ” ₀ ―00 ”
ῼ‮ ‗ ₀  ⁴ₐ└₿╒└₮№↨‭ Ό  ‍ ₐ└₿╒└₮№↨₀  ‍῀‴‍

 ⁴‍‼‚ ”‹ ” ‚ ῴ ₤∩≥₈₲ ”Ή Ῥ⁴ ₐ⅔₮₈Ω₉↕ ῌ‚
’⁮  ↔₉╒⌂ⅎ └₿╒₀ ‚ ”  ⁵‍Ή ₀ ῼ ” ‹ῌ⁞
─╒₦⁞ₐ└₿╒└₮№↨ ₐ└₿╒└₮№↨₀   ”Ή ῌ‚  ⁵‍Ή ₀ ῴ⁴ₔ└₯⅔
₀ ‚  ⁴῀ ⁴῀ ₈ῌ ↨⌠₧≤√‚⁭⁴ ₐ└₿╒₮№↨ ₀  ―

ῷ⁯ ῃ” ‚ῷ΅― Ῥ⁴ₐ└₿╒└₮№↨ ₀
 ―΅⁴῀

ת ” ⁞ ת ” ⁞ ת ῃ” ‚ῷ΅― Ὸ⁮” ῾‗’⁴ ₀
” ”‍‼” ₀ ” ”‍‼” ₀  ⁴‗‗‾‚ ῼ” ‚ῷ΅― ” ₀
 ⁴῀  ⁴῀ ‒―΅⁴‰Ὸ ‖„ ” ‚Ῥ‍‒

― ‚ ” ₀  ‍⁯
⁞ ‖„ ” ₀  ‍

⁯ ⁞ ” ‚ ῾‍ ” ₀ ‒―΅
⁴ 3 ῀‗ת

װ ‚ῷ῾⁴ װ ‚ῷ῾⁴ װ ║₲└₿╒ ‚ῷ΅― ⁞ ₀⁭⁯
‚⁭⁴ ’₪∙≈⅔₨ ‚⁭⁴ ’₪∙≈⅔₨  ―ῷ⁯ ῴ‟ ₲└₿╒‚ῷ΅―„

╒₮≡└ ₀  ⁴‍ ╒₮≡└ ₀  ⁴‍ Ὸ⁮ ↨⌠₧≤√₀  ― ‾ ‗ ‍
‼ ‚⁭⁴ ₀ ‼ ‼ ‚⁭⁴ ₀ ‼ ” ₀  ―΅⁴Ό Ὸ⁮  ⁵―΅⁴
‍ ’₢≥₤≈≤√₀ ‍ ’₢≥₤≈≤√₀ ⁞↨⌐₳└Ω╒₮≡└ ” ₀  ‍

  ₧⌠╒ↄ⌂   ₧⌠╒ↄ⌂ ” ₀ ‼‍῀‴‍ ‚ῷ΅―„
‚  ‍ ₀ ῲ ‚  ‍ ₀ ῲ 05 Ὸ⁮  ―΅⁴ ‚⁭⁴Ή῀ ῀

ῌ₀2₦≤₰Ὸ⁮5₦≤₰‚  ‍⁯
‚ῷ΅―„ ” Ὼ ‚  ⁴ ”‍‼”

Ή₈₢℮∙№₦≤ₐΩ₉└₧ῌ” ₀  ‍⁯ ―΅⁴῀

ױ ₀ ױ ₀ ױ ₀   ’‘‗”
  ’‘   ’‘ ₀ ‗ ⁴ ₀   ” ₀  ‍῀

‗” ₀ ‗ ‗” ₀ ‗ ║ ”‍‼ ₈ⅎↄₐ₭╒‗ ―≤║⅍⌠╒↕
 ⁴ ₀  ⁴῀  ⁴ ₀  ⁴῀ ”₫⃰╒ⅎ ₀   ₀ ‚

║ ”‍‼”₲∙⅓╒”
║ ῌ₀‾‗‚ ר ₈ⅎↄₐ₭Ή
╒4 ║ ᾿ ║≤║⅍⌠╒↕ ∟⅓
₮≈ ║₢≥↔₠⌂⅔₈ ↄ╒₦⌐╒ ₰ₐ₰║
TMBS@C ₀   ‚  ⁴ ║ ”
║ ₲└₿╒” ’‘‗” ‚–΅―
‚

【14】 【14】
【適切な成績評価等の実施 【適切な成績評価等の実施
に関する具体的方策】 に関する具体的方策】

„ ‚ ‚ ” ‚ῷ΅― ῃ” ” ‚ ‍‒―„ ‚
 ― ” ₀ ῴ ║  ― • ” ₀ ῴ ₀
₀ ῴ‍ ‚⁭⁯ ’ ‚⁭⁴ ‒―΅⁴῀‴‍ ‚⁭‒― ΌῬ⁴‾”” ║

║ ’ ‚ ₀ ῲ῀ ’ ₀  ⁴‍‼‚ ” ’ Ό  



, 07 ,

—΅― ῲ῀ ⁵‍ Ό ” ”Ῥ⁴ ‚  ⁵―
΅⁴ ‗₀ ” ‗ ⁴ ” ‾ ⁯ ⁵―΅
⁴῀
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広島大学

Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上
１ 教育に関する目標
（３）教育の実施体制等に関する目標

ר ” ₀ ‗ ― ” ║ ₀    ║
₀ ‚ ‼⁴ ₀ ῲ ₀ ῴ⁴‗‗‾‚ ” ║ ‗中

⅔╒₱” ‚  ‍₢≥₤≈≤√” ₀ ῲ῀
ש ‚ ‖Ὼ⁴ ” ”‍‼‚ ‚⁭⁴ ’₪∙≈⅔₨╒₮≡└期

₀ ‼⁴ ₀ ῴ⁴῀
ת ‚ῷ΅―„ ’ ⅔╒₱‚   ║ ’ ₀目
 ⁴ ₀  ⁴῀

װ ₰−╒℗⁞ ║∑≤└Ω₉₈ ” ’ ₀ ”標
‗ ― ῴ ‚  ⁴ ₀  ⁴῀

”

【15】 【15】
【適切な教職員の配置等に 【適切な教職員の配置等に
関する具体的方策】 関する具体的方策】
ר ₀ ר ₀ ‼ ר
 ⁴’‘ ” ” ” ” ”‍‼‚  ‍ ₀   ‍‚
”‍‼‚ ’ ” ” ₀ ‚ ₀ ῾ 06 5 Ή ” 10 ‴‖”
₀ ⁴῀  ⁴῀ ῌ‚   07 ‚ῷ῾⁴ ” ₀

‼‍῀
‴‍ ” ‚ ῲ ” ” ‚

–΅―„ 06 8 ‚ ” ‚ ” ” ⁯
VF₀  ― ₀  ⁴ ‗’‘‾

‼  ― ₀ ‒―΅⁴῀
”

06 5 ‚ ” ‚
║ VF₀   ‚ῷ῾⁴ ”

  •↑₈≥└₧₀ ― ” •
‭” ’‘‚–΅― ‖  ‍ 07 1 ῀

’ῷ ”   ” ‖ ” ” ⁯
•−₰⅍ ”   ‚–΅― ⁮‚  ―΅ῼ ‗‗ 

―΅⁴῀

ש ” ‚Ῥ‍ ש ” ‚–΅―  ⁴‍‼ ” ‚
‒―„ ‚⁭⁴ VF₀  ‍' 06 8 02 (῀ 07

₀  ⁴῀ 06 • ‚ῷ΅―
‚ ῲ ” ₀  ⁴‗‗‾‚

‾ ” ” ⁯ ‗   ‍ ’
₀  ⁴ ‗₀  ―  ‍῀
ṺΉ ῌ O20

ש ║ ║ ║ ת ║ ║ ║ ת ‚ῷ΅― ⁞ ║ ₀ ‚ ₀ ‼⁴
‚ῷ΅―„ ‚   ‚ῷ΅―„ ‚   ‍‼ ‚S@” ₀ ‒‍῀‴‍ ”Ή

ῌ― ’ ” ₀   ― ’ ” ₀   ₀ › ‗΅ῲ Ὸ⁮ ’ Ό  ⁵―ῷ⁯
⁴῀ ⁴῀ ‖„ ” ‚‾S@₀  ―΅⁴῀



, 1/ ,

װ ’ ₀ װ VF₀   ‍‚  ‍
ת ’ ₀  ⁴‍‼ ” VF‚ῷ΅― ” ₀  ⁴‍‼
 ⁴‍‼ ” ₀ ‼⁴’‘ ” ₀ ‼⁴’‘ ” ₀ ‼

₀ ‼⁴’‘ ” ₀ ‚ῷ῾⁴ ‚–΅― 07 1 13 ‴‖6
” ₀  ⁴‍‼” ₀ ”VF₀   ₀ ‼―΅⁴῀

 ⁴‍‼” ₀  ⁴῀
 ⁴῀

【16】 【16】
【教育に必要な設備，図書 【教育に必要な設備，図書
館，情報ネットワーク等の 館，情報ネットワーク等の
活用・整備の具体的方策】 活用・整備の具体的方策】
ר ”‍‼”₲ ר ”‍‼”₲ ר ‚ῷ΅― ” ‚–΅― ║  ‍
∙⅓╒ ’‘” ₀ ‼ ∙⅓╒ ’‘” ₀ ‼ ”‍‼ ”‗ῷ⁯ ₀ ‼‍῀

” ⅜№⅍─╒ ⁴῀ ║ ‚ ” ”
₦ ₀  ⁴῀ CUC ”

║ ”←₴₪└”∞└Ω⅓└₰”
ῴ ‚ ” ”

║ • ₀
║ ‚16 ”←₴₪└”

” 01 11
║ 3 ‚ ↨⌠₯ₓ₦₿
╒₀

ש ₤∩└←₰ ” ש ₤∩└←₰ ‚05
• ” ₰ ‗06 0║1

∆╒₰‚ ₈₦₲ 0║1 ‚
῀₰−ₐ└⅍₀  ⁴῀ 02₢ K@M‭”₈₦₲₰−ₐ└⅍₀  ‍ ‴‍

” ₀   ” K@M ”⅜№⅍
─╒₦€╒→₰‾ ‖ ‖Ὼ⁴ ₀  ⁴‍‼

” K@M‗ ‖€╒→₰ ’MSS” K@M€╒
→₰₀ ‚  ‍῀07 „ ₤∩└←₰ ” ₀

‖Ῥ⁴῀

ש ת  ‍ B@KKת ” ‚–΅― ” • ₪₰⅍”
• • ” ‚ ”‍‼‚ ∞℮₉₈ ₲└₿╒”HBD ‗   

” ‗ ₀ ῲ‗ ῾‍ ₀  ⁴‗‗ ⁴ ₀   B@KK₀  ‍ ’ ∟℮⌂ •​”
‗‾‚ ₤∩└←₰ ‾‚ ₤∩└←₰‗ ‚ ’ ₀ ῲ ‗‗ ‍Ό ‚–΅
‗ ₤∩└←₰” ‚ ₤∩└←₰” ‚ ―„  ⁴ ‗‗ ‍῀

₮₰Ω√₀  ⁴῀ ₮₰Ω√₀   ‴‍ ₤∩└←₰ K0/1 ‗ ₤∩└←₰
‖” ’ ₀ ῲ 4 ‚ ₮₰Ω√₀   ‖”῀

’ ₀ ‒‍ 07 Ὸ⁮ ₀ ‚
₀ ‗ ⁴ ‗‗ ‍῀
’ῷ ‚  ―„ ‗ ‎῾‖„’ῼ
₤∩└←₰‗” ‾ ‚ῷ΅‍῀

ת ₀ װ ” װ ” ║ •⅞ₐ↕≥№ⅎ ”
║   ” ║ ║ ‚ ῾ ‚ ῾― ” ₀  ‍῀

” ₀ ⁴ ≥−₯⅍≥╒⁞ ║ ≥−₯⅍≥” ‚  ⁴ ₀2/῀
₮₰Ω√” ‚⁭⁴ 4// ” 06 ” 0+135
• ₀  ‍⅞ ║ ℮₯₿⌂ ‚

ₐ↕≥№ⅎ ” 022 ” ℮╒₿₀
‚–΅―  ⁴῀ ║ ₯∩╒⅓⌂ ” ” 3+3/6₿

ₐ⅍⌂ 10/+///
║ ” ”
║ ≥Ω≤₮╒ ” 1/ 1+13
0
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װ Ὼ ‗ ―” ױ ” ’ ױ ” ₀  ‍ ” ‚  ⁴‍
₀ ΅ Ὸ’ ₀ ║ ”‍‼” ‼ ₲└₿╒ ‚ €Ω≤ₐ⅍₡↔₉
›‍‼ ‗   ” ‚–΅― ₰₀  ‍῀ €Ω≤ₐ⅍₡↔₉₰₀  ‍ ”
― ” ’ ║ ‗  ― ‚ ‚–΅― ‗4 ” ₀ ΅

”‍‼”  ⁴῀ €Ω≤ₐ⅍₡↔₉₰₀  ‍ₐ└₿╒└₮№↨”
₀ ‚  ⁴ ₀ ‼‍῀ €Ω≤ₐ⅍₡↔₉₰‖„ Ὸ⁮῀

‚⁭⁴ ’‘₀  ―Ὼ‍Ό „ ” ”
₀ ⁴‍‼ ₀ ‗ ‍ ” ‚

⁭⁴ ⁯ῼ—‏‴ ₀    ‍῀

【17】 【17】
【教育活動の評価及び評価 【教育活動の評価及び評価
結果を質の改善につなげる 結果を質の改善につなげる
ための具体的方策】 ための具体的方策】
ר ” ר ” ₀ ר ”←№₨╒₯ ” 3 ‚–΅―

”   ” 5 ” ₀ ― ₀  ‍῀ ” ‗
” ’‘‚⁭‒― ₀ ‚ῷ΅― ”  ― ║ Ό ‖Ῥ‒‍‍‼ ”

  ​” ₀ ‚ ₀ ‒― ” ₀ ‚„–’Ό⁮  „ ‖  ―΅⁴ ‾
║ ” ῲ῀ ‚ ― ‖  ⁴ ‗‗ ‍῀

‖ ║ • ‚›’‏ ר ‖„ Ό ” ₀  
” ₀ – ” Ό   ש ‖„
₀   Ή ῌ‚ ” ₀  ⁴‗‗‾‚ ₀ ΅ ת

ῷ΅― ‚ ” ‖„ ‚⁭⁴ ₈└₨╒⅍ ” 4 ‚
₀ ⁴῀ ⁴ Ὸ⁮ ” Ὼ ⁯₀ ΅ ‚ ₀ ’‘

” ‚ ⁯ ₁‖΅⁴῀

ש • ש ‚ῷ΅― ‭” ‾  ‍ ↨
” ” ₀   ⌠₧≤√” ‚–΅―   ” ₀  
⁴‗‗‾‚ ↨⌠₧≤ ‍῀
√” • ” ║ ↨⌠₧≤√ ‗‚ ‗ ₀ ῲ‍‼”₮₰Ω

₀  ⁴῀ √₀  ⁴῀
║ ”₮₰Ω√₀  ⁴ ‗‚⁭⁯ ↨⌠₧≤√„↨⌠
₧≤√Ό ‚  ⁵―΅⁴Ὸ₀  ⁴῀
║ ↨⌠₧≤√” ‗ ” ‚–΅―
₀   • ‚  ⁴῀

║ „ ↨⌠₧≤√ ” ‗
‭”  ⁴ ” ₀  ‍῀

ש ῃ” ” ת ῃ” ” ת 05 ‚ Ὼ Ὼ ‚― ₀ ‼  ―
₀ ‚  ⁴ • ₀ ‚  ⁴ • ’ ‾ ‼ ῃ” ” ₀ ‚  ⁴

₮₰Ω√₀  ⁴῀ ₮₰Ω√” ₀ ‼ ’‘₀ ⁯ ₁‎Ή ” ‚  ⁴ ῌ₀
⁴῀ ‚  ‍' 07 2 1 ῀​” ‖ ’

₀ ῲ ‖” ‗ ⁴‍‼ ” ₀ ‚ ”
῀‚  ⁴₲∙⅓╒'01.11(‾  ‍ 0//

‗ת,17

ת ‚ῷ΅― װ ‚ῷ΅― װ 07 Ὸ⁮” ‚ῷ῾⁴ •
” ⁵‍ ‚„ ​ ” ⁵‍ ‚ ​” ” ₀ ‴ῴ ” 8 ” ₀ ―
” ” ‖  ⁴ ‗‚ ” ‖  ⁴ ‚– ר 0 ₀3
⁭⁯ ” ₀ ⁴῀ ΅― ₀ ‼⁴῀ ש • ” ₀0 0 ‚  ‍

‖   4 ” ‚⁭⁴ ₀
ת ” ₀ Ὼ  ⁴‗‗‾‚ Ή ’ ῌ

” ₀
” ‚–΅―„ 07 Ὸ⁮” ₀ ‒‍῀
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【18】 【18】
【教材，学習指導法等に関 【教材，学習指導法等に関
する研究開発及びＦＤに関 する研究開発及びＦＤに関
する具体的方策】 する具体的方策】
ר Ή ῌ‚ῷ΅― ר ‚ῷ῾⁴ ר ‚ῷ΅―Ή ‚⁭⁴10 ₮

₰Ω√” ῌ₀ ‚ ‚  ⁴ ‗‗ 
‚  ⁴ • ‚  ⁴ ‗’⁴ „ ” ‖Ῥ⁴ ↨⌠₧

‚  ⁴ ” ₀   ≤√‚  ⁴‾”₀ ⁯   ” •
║ ₀ ῲ‗‗‾‚ ₀  ‍ ” ’ ‚–΅―2  ‍‰Ὸ •

’ ₀   ₀  ⁴῀ ” 4  ‍῀
⁴῀
ש ⁞ ₀ ש ⁞ ₀ ש ” ⁯ VF 7 ׳ ‚ῷ΅― 07 2

” ‗ ― ‚ ” ‗ ― ‚ 05 ‴‖7 ”VF₀   ‗” ”
 ⁴῀  ⁴ ‗₀  ⁴῀ ‖ ║ ‗ ” ‚⁭⁴

EC₀ ‒―⁭⁯ ” ΅ ₀  ⁴ ‗’‘₀ ⁯
₁‎Ή ” ” ⁯ ‚–΅―ῌ” ₀ ⁯

῀‼‍

ת ’∞℮₉₈₪└ ת ‚   ת ‚ῷ΅― ∞℮₉₈₪└Ω└℗
Ω└℗” ₀ ‍Ή ₪└Ω└℗‚ ” ₀  ⁴‍‼‚ΉVda₪└Ω└℗‚  ⁴ ῌ •
 ⁴‗‗‾‚ ₮  ⁴ ῌ₀ ‚₪└Ω└ Ή ”OB ‚  ⁴ ῌ₀   ’∞℮₉
₰Ω√‗₮≤ↄ₰ • ℗ ” ₀ ⁴‗‗‾ ₈₪└Ω└℗” ₀  ⁴₮₰Ω√ ”‍‼” ₀
₪└Ω└℗₀ —῾― ‚ ∞℮₉₈₪└Ω ‒‍῀
 ⁴₮₰Ω√₀  ⁴ └℗” ‚ ῾‍῀

װ ₀℮₯₿⌂₪ ₀  ⁴῀
└Ω└℗  ‍ ”
⁞≤ₐ↕ ”₈╒₢ₐ↕ װ ℮₯₿⌂ ₀∏₰Ω ⌂₿₯℮װ ₀∏₰Ω₉└₧€╒→₰‖  ⁴‍‼
₀ ‼⁴῀ ₉└₧€╒→₰‖ ₀ ‼‍ ר ‗’⁴ ” ↄ╒€ש ”

‗’⁴ ₀  ⁴῀‴ ”1 Ό ‗” ₀ ‍”‖  ⁴ 
‍ Ό  ⁴ ‗‗ ―΅⁴῀‴‍ ΉG06 ║

₀₪└Ω└℗   '03₪∕( ΉG05 ‗”‖Ῥ΅'02₪∕(ῌῌ
₮≤ↄ₰‗ ’₮₰ ”₪└Ω└℗ ₀ ΅ →℮₡ ” ⁞₮≤ↄ₰
Ω√₀  ⁴῀ ‾ ‗ ‍῀

ױ ₀  ⁴‍ ױ ₀  ⁴‍‼ ₪╒₰∕⅜╒₯∞└⅍₮₰Ω√ V
‼ ≤╒⅔└₧₪└Ω└ daBS ₀ ΅ • ”ῲ0‏// ”∞℮₉
℗ ←№₨╒₯₀ ΅ ₈₪└Ω└℗ ₀ ῲ‍‼ΉVdaBS0//↨⌠₯ₓ₦⅍ῌ₀  

• ”ῲ ‍῀‴‍ 0 Ὸ⁮VdaBS₪└Ω└℗ ₀ ∞℮₉₈
⁮Ὸ‏ ”∞℮₉ ₲└₿╒ ‚   ∞℮₉₈₪└Ω└℗
₈₪└Ω└℗ ₀ ῲ῀ ” ₀ ῴ‍῀

ױ ⁞ ’ ײ ⁞ ’ ײ ” ‚  ―€ↄΩ₉₢⌂ ₀  ⁴’‘”
‘”‍‼”€ↄΩ₉₢⌂ ‘”‍‼”€ↄΩ₉₢⌂ ” ‖  ⁴ ‗Ό ’ ” ‚–΅―
₀ ῾⁴῀ ” ‚  ⁴῀ ” ₀ ΅ ‚  ‍ ῀‗ױ,25

【19】 【19】
【全国共同教育，学内共同 全国共同教育，学内共同῏

】 】教育等に関する具体的方策 教育等に関する具体的方策
ר ‚⁭⁴ ’₪ ר ₲└₿ ר ₲└₿╒‚ῷ΅― ↨⌠₧≤√ ”
∙≈⅔₨╒₮≡└ ₀ ╒‚ῷ΅― ↨⌠₧≤ ‗ ― ‚⁭⁴ ’₪∙≈⅔₨╒₮≡└ ” ₀
 ⁴‍‼‚ ∞℮₉ √‚ῷ῾⁴ ‚⁭⁴  ‍↨⌠₧≤√” ‚–΅― ₀ ‼ Ή ↨⌠↔

₈ ₲└₿╒₀ ’₪∙≈⅔₨╒₮≡└ ₓ№₮≡⅓⌂ ↨⌠₧≤√ῌ‗Ήⅎₐ℗ ↨⌠↔ₓ№₮≡⅓
║  ― ₀  ⁴ ↨⌠₧≤ ⌂ ↨⌠₧≤√ῌ‗ ―₢≥₤≈≤√₀   ↨⌠₧
₀  ‍Ή √₀   ≤√” ‚ ‒― 08 Ὸ⁮ Ό ‗’⁴ ↨⌠
₲└₿╒ῌ₀   Ὸ⁮” ‚ ῾‍ ₀ ₧≤√‗ ― ₀  ‍῀

”  ⁴῀
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₀ ῲ῀
‚–΅―„ ש ∞℮₉₈ ש ∞℮₉₈ ₲└₿╒‚ῷ΅― ↨⌠₧≤√”

”Ή ∞℮₉₈ ₲└₿╒‚ῷ΅― ↨ ‚ ‒― 08 Ὸ⁮ Ό ‗’⁴Ή ∞℮₉₈
₲└₿╒ῌ‗Ή ῌ ⌠₧≤√‚ῷ῾⁴ ∞℮ ↨⌠₧≤√ῌ‚–΅―   ↨⌠₧≤√ ” ‗’

‗Ό  ― ₀ ₉₈ ” ↨⌠₧≤√ ⁴Ή₪└↓≈╒₿€ₐₔ└₰ Ή ℮₭ₐ└ῌ”₢≥₤ῌ
ῲ῀ ₀   Ὸ ≈≤√₀   ↨⌠₧≤√‗ ― ₀  ‍῀

⁮” ‚ ῾‍ ₀ 
⁴῀

ש ₰−╒℗ ‚  ⁴ ת ₰−╒℗ ‚  ⁴ ת 06 3 ‗ ―Ή₰−╒℗
” ” ₲└₿╒ῌ₀   ‚ῷ῾⁴₰−╒℗‚  ⁴

₀ ῲ₲└₿╒” ₀ ₀ ῲΉ₰−╒℗ ₲└ ₀ ║  ⁴ ₀ Ὼ ₀  ‍῀
 ⁴῀ ₿╒ῌ₀  ⁴῀ ” ‗ ― 07 ‚ῷ῾⁴ ”₰−╒℗

” ₀  ‍῀

【20】 【20】
【学部・研究科等の教育実 【学部・研究科等の教育実

】 】施体制等に関する特記事項 施体制等に関する特記事項
ר ” ₀ ר ‚ῷ῾⁴ ר ” ‚–΅―„ ‚ῷ΅― ↨⌠
⁴‍‼ Ή ῌ‚ῷ΅ ‚  ⁴ ₧≤√₀ ‚ ” ‚  ―  ―΅⁴῀

― • ₀ ΅ ” ‚–΅―„ 06 6 ‚ ₀
‚ῷ῾⁴ ‚–΅―„   ‚ ⁯ ›Ὼ‮ ” ‚  ―΅⁴Ό

‚  ⁴ ‚ ⁯ ›Ὼ‮ ‚– 07 3 Ὸ⁮ ₀  ― ’ ₀  ⁴ ‗
₀ ῲ῀ ΅―  ⁴῀ ‗ ―΅⁴῀‴‍ • ” ‚  ⁴

ש Ή ῌ” ‚ ₀  ⁴ ₀   ║
₀ ‼‍ ”‾‗‖ ’ ₀ ΅

‚  ⁴ ’ ₀ ‒―΅⁴῀’ῷ ‚ῷ΅― 03
₀ ῲΉ Ὸ⁮  ―΅⁴ ‚⁭⁴ ” ₀

₲└₿╒ῌ₀     ‚ ⁞₪╒₰ ” ₀  ⁴‗‗‾‚
⁴῀ ” ⁞ Ὸ⁮  ⁵‍ ₀ ‚↔₉╒ⅎↄ№₦ ―

‗ ” ₀ ‼ ₢≥₤≈≤√⁞ ”
‚  ⁴‍‼” ₀ ―΅⁴῀

ת ‗ ║ ש ↨⌠₧≤√” ש VF 04 ‘’ש ‚ῷ΅―
₀ ‚ ‍ ’‘‚  ‍ ” ‚–΅―   07 06

₀  ⁴‍‼‚ ’ ” ₀ ΅ • ‚ῷ΅― ‚ ῲ ”
₀ ῴ⁴῀ ‚ ” ↨⌠₧≤√” Ό  ⁵‍ ‗‚ ΅ ‚
‚ῷ΅―„ ₀ ⁴῀ ῷ῾⁴ ” —῾₀ ‚ ⁴‍‼ ↨⌠₧≤

↨⌠₧≤√ ‗‚Ή √ ₀   ” ↨⌠₧≤√” ‚ ῾‍
ῌ₀ ῾⁴῀ ₀ ῴ‍῀

װ ‚ῷ΅―„ ṺΉ ῌ O20 13
‚ ₀ Ὼ
‚ ’ ║ ת ↨⌠₧≤√ ‗‚ ת 06 0 07 ‚  ‍Ή ↨⌠₧≤√ ῌ₀

₀  ‍ ‚ ’ ₀  ⁴‍‼   07 2 03 ↨⌠₧
₀ ῴ⁴῀ ​” ‚ ₀ –Ή ≤√ ‗‚ ₀  ⁴‍‼ ​” ‚ ₀ –

ῌ₀ ῾⁴῀ Ή ῌ₀ ῾‍῀
ṺΉ ῌ O01

ױ ‚ װ ‚ װ ‚  ‍ ₀ ῲ‍‼‚
 ‍ ₀ ῲ  ‍ ₀ ῲ ” ‖„ ‚1 ” ₀ ῴ‍⁯

‍‼‚ ’ ₀ ‍‼‚ ’ ₀ ⁵‍ ₀  ⁴ ⁞ ‚ ” ‖
ῴ⁴῀ ῴ⁴῀  ―΅⁴ ₀ ‗ ―  ⁴’‘” Ό ⁵

―΅⁴῀‴‍ ‚ ⁯ ›‍‼ VF
‘’ש,04 ₀6   ” ║ ₀ Ὸ 

‍ ₀ ῲ‍‼” ‾ ‼‍ ₀ “―΅
⁴῀
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広島大学

Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上
１ 教育に関する目標
（４）学生への支援に関する目標

₀ ῴ ₀  ⁴’‘ ― ‭” ₀ ‚ ῲ῀
中

期

目

標

”

【21】 【21】
【学習相談・助言・支援の 【学習相談・助言・支援の
組織的対応に関する具体的 組織的対応に関する具体的
方策】 方策】
ר ”‍‼”€╒→₰ ר ”  ₀ ר ” ‚  ⁵‍ VF‚
₀ ‚   ΅ ‚ ῷ΅― 07 Ὸ⁮” ‚  ⁴ ₀
” ₀ ⁴‍‼ Ή —ῼ ‚⁭⁴ ’   Ὸ⁮ ‒―Ὼ‍Ή Ή Ή Ή ῌῌ ῌ ῌ

₲└₿╒ῌ₀ ₀  ⁴ ”3 ‚Ή ῌ₀ ῴ 4 ‚  ⁴ ‗ 
 ⁴῀ Ὸ⁮” ‚ ‖Ὼ ⁴ ‗‗ ‍῀

⁴ ’ ₀  ⁴
₀  ⁴῀

ש ║ ” ש ₲└₿╒” ‚–΅― ”₧⌂
‗ ₲└₿╒” ╒↨ ‖ ” ║ ‭” •

”  ₀ ΅ ” ’‘ ῃ ₀ ‒‍῀​” ↨⌠₧≤
• ” ║ ₀ √’‘” €╒→₰” • ‭”
‚ ⁴῀  Ὼ‮ ‾ ῼ VF₀  ― 

⁮‚ ” ₀ ‴ῴ • ” ₀
 ⁴ ‗‗ ‍῀’ῷ Ό ’ ‚–΅―„
‚   ―΅⁴῀

ש ↓₈║€−╒⅍║₮₰ ת ↓₈║€−╒⅍║⌂╒ ‚√╒⌂║⅍╒−€║₈↓ת Ό ” ₀  ⁴
Ω√ ” ₀ √₀ ” ‚ῷ῾  ‗’ῼ ‚ ‏ ⁵⁴⁭ῲ ”Ή

₲└₿╒ῌ‚ ⁴ ‚ ‒‍ ‭ Ὸ⁮ 2 ” ‚  ‍῀‴‍ ↓
  ₀ ⁴῀  ⁴’‘↓₈║€−╒⅍║ ₈║€−╒⅍ ₀ ₲└₿╒” ” ‗ ―

₮₰Ω√ ” —῾ ‗ ‚  ⁴ ‗‗ ‍῀
” ‚–΅― ₀

 ⁴῀

ת ’⅞≤₰∞└⅍ װ ⅞≤₰∞└⅍ Ό װ • ” ” Ό ‗’⁴⅞≤₰∞└⅍
‚ —Ὼ ‗  ― ⅞≤ ‚  ⁴ •⅞≤₰∞└⅍” ₀ ‚  ⁴‍‼

• ₀  ⁴‗‗ ₰∞└⅍” ῷ⁭• ⅞≤₰∞└⅍ ₀ 05 ‚ ‗ ―
‾‚ ⅞≤₰∞└⅍ ₀  ⁴῀ ‚   ‚⁭⁴ •
” ’‘ ’ ₀   ” ‗ ― ’⅞≤₰∞└⅍ ‚

₀  ⁴῀ —ῼ • ” ║ ₀ ‒―΅⁴῀
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῏ 05 ‚ῷ῾⁴ ῐ
║⅞≤₰∞└⅍ 37 ₀ ›
║⅞≤₰∞└⅍ 8 ₲∙⅓╒║ ” ’
‘
῏ 06 ‚ῷ῾⁴ ῐ
║⅞≤₰∞└⅍ 112 ₀ ›
║⅞≤₰∞└⅍ 2/ ₲∙⅓╒║ ”
−₰₿╒” ║ ∏╒√∆╒₯ ║ ’‘

װ ⁞ ױ Ή Ῥ⁴ ױ ‖„ ” ‚–΅― 05 ‚
’‘‚  ‍ ≠ ↨⌠₧≤√ ”  ⁵‍Ή Ῥ⁴ ↨⌠₧≤√╒ ”≠⅔
⅔ↄ╒€⌂℮₭ₐ└ ₀ ≠⅔ↄ╒€⌂℮₭ₐ└ ↄ╒€⌂℮₭ₐ└ ╒ῌ₀ ‖  ―΅⁴῀ῌ
‚  ⁴῀ ’‘” ‚⁭⁯ 06 ‚ ₀ ‒‍ „ 1 5

⁞ ’‘‚ 5 ‖Ῥ⁴῀ ” ‗ ― ‚ῷ῾
 ‍ ₀ ‚   ⁴Ή ῌ₀  ― ’΅ Ὸ⁮ ‴‖”
⁴῀  ‍ ” ⁵₀   ‚ Ὸ⁮

‴‖” ‖ ” ₀
 ‍῀

‴‍ ∑≤└Ω₉₈ ” ” ₀ ῲ‗‗‾‚
‚∑≤└Ω₉₈ ₀  ‍῀

ױ ⁞ ‭ ײ ₲└₿╒ ײ ”∑≤└Ω₉₈ Ό ║  ⁴Ή∑≤└Ω₉₈₲
” ’‘‭” ∑≤└ ‚ ‗ ║ ∙⅓╒ῌ‚ῷ΅― ∑≤└Ω₉₈₲└₿╒ ‏  ‚  
Ω₉₈ ₀⁭⁯ ‗” ”∑≤└Ω₉₈ ⁴ ║ ” ⁞ ∑≤└Ω₉₈ ‭”₈└₨╒⅍
 ⁴῀ ║⅔╒₱₀ •–῾⁴Ή ₀    ⁵⁮” ₀ ‚ ₲└₿╒ ‚

∑≤└Ω₉₈₲└₿╒ῌ ∑≤└Ω₉₈₲└₿╒₀  ‍῀
₀  ⁴῀ ’ῷ ‾ • Ὸ⁮” ₀ ‚

  ∑≤└Ω₉₈₲└₿╒” ₀ ⁴ ‗‗ ‍῀

׳ ∑≤└Ω₉₈”↓ ׳ 06 Ὸ⁮  ―΅⁴Ή ῌ₀  
₈║€−╒₿╒ ₲∙⅓ 07 Ὸ⁮„ ∑≤└Ω₉₈‚⁭⁴↓₈║€−╒₿╒
╒ ” ₀ ” ‾  ‍ ‗ ⁴ ‗‗ ‍῀

”Ή
ῌ‖   ​”

” ₀ ⁴῀

ײ ₤∩└←₰ ”∞└₿ ״ ״ ”Ή’₁‖‾ ῌ”
⌂⇔⌂₰ ” ₀ ”Ή’₁‖‾ ₀ ⁴‍‼ ₲└₿╒ ‗
⁴῀ ” ₀ ⁴ ” ‗” ₀  ῌ ῀

‍῀
‾ ” ‖  ⁵‍ ₀ ‚ ‚⁭⁴
₀ ‚   ’⁴ ₀ ⁴ ‗ ‍῀

ᴀ ₲└₿╒” ᴀ2₤∩└←₰ ‚ῷ῾⁴ ∞└₿⌂⇔⌂₰ ║
₤∩└←₰ ”Ῥ⁯ ” • ₀ ₦╒─⅍№⅜‫ ” ⁯ ”
₀  ⁴῀ ₀ ₲└₿╒ •₲└₿╒ ∙

╒Ω₉└₧‚ῷ΅― ΅ ║ ‚ —ῼ
║ ” ₀   ‚
⁭⁴ ” ₀  ‍῀

׳ ’‘
”‍‼” ₮₰Ω√₀ ᴁ ↨⌠₧≤√” ᴁ ↨⌠₧≤√ ‚ ῲ ‚–΅―„ Ή‾‹ ῌ
‚  ⁴῀ ‚   ” ‚  ―07 ‖Ῥ⁴ ₮≤

₮₰Ω√Ή‾‹ ῌ₀ ↄ₰” ₀   ”₮₰Ω√ ‚–΅―„ ‗
 ⁴‗‗‾‚ ’‒‍῀

₮₰Ω√‚–΅― ₮₰Ω√‚–΅―” ‚–΅―„ ”
 ⁴῀ ║ ‖” ║ ₀ ‗  
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₮₰Ω√‗” ₀ ‚΅⁵ ‖  ⁴ ‗₀
  ” ‚‾  ‍῀

【22】 【22】
【生活相談・就職支援等に 【生活相談・就職支援等に
関する具体的方策】 関する具体的方策】
ר ₲└₿╒₀ ₤ ר ₤∩≥₈₲└₿╒‗ ‗╒₿└₈₲≤∩₤ר Ό   ” ΅ Ὸ⁮Ή
∩≥₈₲└₿╒ ‚   Ό  ― ₤∩ ”₤∩≥₈ ₀  ‍῀ῌ

Ὸ⁮ ‚ ῾‍₤ └∆╒└⁞ ₀ ║ ₡≥ₔ└Ω╒₮≡└⁞ ” ₳∙₀  ―
∩≥₈℮₭ₐ└₀  ⁴   ⁞ ‭” ’₤∩≥₈₣ₐ⃰└₰”
‗‗‾‚ ‭” ’‘ Ὸ⁮ ‚ ₣ₐ⃰└₰ 8 0+27/
₀  ⁴῀ ῾‍₤∩≥₈ ₀ ῲ ₳∙ 2 28/῀

║ ” ΅ ‖”₤∩≥₈ ” ῾₀ ῲ‍‼
” ”
‗ 084

ₐ└₿╒└₮№↨‗₤∩≥₈℮₭ₐ└ 22
‗ר,1

ש ” ₀ ⁴‗ Ήש  ⁴῀  ⁴ ῌ₤∩└∆╒└‗ ―−₰₿╒₀῀
‗‾‚  ‍ ║ ‚  ⁴‗‗‾‚ ←└↔⌐№⅍‚‾  ⁴’‘
₀ Ὸ ‍ ‚ Ὸ  Ῥ⁮⁫⁴ ₀  ― ₀   ” ₀

⁴‍‼” ₀  ⁴῀  ‍῀
║₤∩≥₈₲└₿╒ ‖ ₣ₐ⃰└₰”
5║6 0/ 31‮ 2+157 2/

║ ₲∙⅓╒”
05 81 03

║ ₀ ⁮‚  ‍ ‚  ⁴ ”
Ή  ⁴ ”‍‼‚ῌ 2+0//
Ή ” Ὼῌ 2+0//

║ₐ└₿╒└₮№↨‭” ’ ‚ ῾‍
• ’‘” ‖”

„7 4
 ⁵⁮₀ ‴ῴ ₤∩≥₈₲└₿╒‖” „

1 03 ”638 ‚  ‍῀
‴‍ ” ‗ ― ₣ₐ⃰└₰”

2 ” ” ₤∩
└←₰‚ ” ₀  ‍῀
’ῷ 06 ” „75-7

78-2 ' ” (‖Ῥ⁴῀
‗ש,1

ש ‚ῷ῾⁴⅍ ת Ό ‚ ⁵ 0ת ₀ ‚ Ό ‚ ⁵⁴⁭ῲ ║  ⁴
≤↕⌂ • ” ₀ ⁴⁭ῲ ║ ₀ ‍‼ ” ‗ ― ₀  Ή ῌ Ή
 ‍ • ‗ ‍ Ή ⅍≤↕⌂Ὸ⁮ ₀ ⁴ Ή ’ Ὸ⁮ ₀ ⁴ Ήῌ ῌ
₀   ⁴῀ ῌ₀   ” ‗ Ή €ₐ₦⌂‗ Ή₈₦₮℮└⅍ῌ ῌ

”⅍≤↕⌂‚ ‖Ὼ⁴ Ὸ⁮ ₀ ⁴║ Ή Ὸ⁮ ₀ ⁴ῌ’‘” ‚ῌ
⁭ῲ ₀ ῲ῀ ⁭⁯  ‍ 183῀

ת ” ⁞ ” װ ↄ└₦” װ ” ⁞ ↄ└₦” ‚–΅―„
’‘‚⁭⁯ ” ║ ” Ή VFῌ‚ῷ΅― €╒₦⌂” ║ ‭”₈└₨

” ” ’ ₀ —ῼ⁯ • ” ╒⅍ ║ ₀ ΅ ” ₀  ‍῀
 ⁴῀ ‚–΅― ‴‍ ” ‚–΅―„ Ή

║ ‭”₈└₨╒ VFῌ‚ῷ΅― ←⅍⌠╒⌂₀   ”
⅍ ₀ ‚ ₀  ‍῀ ’ ‚–΅―” ₀ ΅
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【23】 【23】
【経済的支援に関する具体 【経済的支援に関する具体

的方策】 的方策】
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【24】 【24】
【社会人・留学生等に対す 【社会人・留学生等に対す
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広島大学

Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上
２ 研究に関する目標
（１）研究水準及び研究の成果等に関する目標
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【25】 【25】
【 】 【 】目指すべき研究の方向性 目指すべき研究の方向性
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【大学として重点的に取り 【大学として重点的に取り
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【28】 【28】
【研究の水準・成果の検証 【研究の水準・成果の検証
に関する具体的方策】 に関する具体的方策】
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広島大学

Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上
２ 研究に関する目標
（２）研究実施体制等の整備に関する目標を達成するための
措置
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【30】 【30】
【研究資金の配分システム 【研究資金の配分システム
に関する具体的方策】 に関する具体的方策】
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【31】 【31】
【研究に必要な設備等の活 【研究に必要な設備等の活
用・整備に関する具体的方 用・整備に関する具体的方
策】 策】
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【32】 【32】
【知的財産の創出，取得， 【知的財産の創出，取得，
管理及び活用に関する具体 管理及び活用に関する具体
的方策】 的方策】
ר Ή ₲ ר ₲└ ר ₲└₿╒Ό ‗  ―
└₿╒ῌΌΉ ῌ ₿╒Ό ‗   ║ ║ ║ ₀ ‚ ῲ‗‗‾‚
‗  ― ― ║ ║ ‚  ⁴ ₀  ‍῀ „ ‚

║ ”∕⅜ ║ ₀ ‚ ῲ   06 „26/ „6/ „21/
῀╒₯∞└⅍ ” ‗‗‾‚ ‚   ‚  ―΅⁴ „ ” ‚ ΅

║ ║ ⁴ ₀  ⁴῀ 1// „080 ‚  ―΅⁴῀ „



, 25 ,

” ‗ ―„ 03/ „04/ ‚  ―
‚  ⁴ ₀ ΅⁴Ό ‗” Ό43 „28 ‗
║  ⁴῀ ‚  ―΅⁴῀ ⁵„ ₲└₿ Ό ” ₀

 ― ₀  ⁴‗‗‾‚ ₀ ‼
⁴ ‭‗ ₀ ‒‍ ‖Ῥ⁴῀
„ ‴‖„ ‚ SKN‚  ‍ ₲╒⌂₰₀

‚ ―΅‍Ό ” 20/ ‚ ‹ ₲╒
⌂₰Ὸ⁮⅝ₒ⅞ₒ JG ₀ › ₲╒⌂₰‭‗ ₀ ῴ

SKNΌJG₀ ⁸’΅ ‗Ὸ⁮ ₲└₿╒‖ ‚
₀  ‍῀​” ” ‗∕№℅ ― 1+3//
” ₀  ⁴ ‗Ό‖Ὼ‍῀ ‚  ”

₀ ⁞ ‚  ‍ ‚‗‒―„ ₀
 ‍ ‗’⁯ ’⁴ ‭” ₀  ⁴

Ό  ⁵––Ῥ⁴῀΅ῼ–Ὸ” ‖‾ ‚
⁞ ‭” ₀  ―ῷ⁯ ’ ‚’‒―΅

⁴῀

ש ₧⌂╒↨⁞ ש ‗” ש SKN‗” ”  ₀ ⁯ ” ║
‗  ― ”  ₀ ⁯ ₀ ‚  ⁴ ₀  ―΅⁴῀ ‚„

” ║ ₀ ” ║ ₀ SKN‚ ₀ ” ₀0 . ‖
‚  ⁴῀ ‚  ⁴῀   ₀ ‚ ‒‍῀ ║

„ SKN‚   SKN”GO‚―  
‍ ‚ ₲└₿╒Ὸ⁮Ή ←└↔⌐№⅍ῌ
₀  ―΅⁴῀ „3+4 ₀  ―΅⁴῀ „
3 Ό11 4 Ό10 ‖Ῥ⁴῀ „
” 23 ∂╒₰ ”ῲ‏
SKN „5 ‖ „ 1// ‖Ῥ⁴῀

【33】῏22ῐ
【研究活動の評価及び評価 【研究活動の評価及び評価
結果を質の向上につなげる 結果を質の向上につなげる
ための具体的方策】 ための具体的方策】
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【34】 【34】
【全国共同研究，学内共同 【全国共同研究，学内共同

】 】研究等に関する具体的方策 研究等に関する具体的方策
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【35】 【35】
【学部・研究科・附置研究 【学部・研究科・附置研究
所等の研究実施体制等に関 所等の研究実施体制等に関
する特記事項】 する特記事項】
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広島大学

Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上
３ その他の目標を達成するための措置
（１）社会との連携，国際交流等に関する目標を達成するための
措置
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【36】῏25ῐ
【地域社会等との連携・協 【地域社会等との連携・協
力，社会サービス等に係る 力，社会サービス等に係る
具体的方策】 具体的方策】
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【37】 【37】
【産学官連携の推進に関す 【産学官連携の推進に関す
る具体的方策】 る具体的方策】
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【38】 【38】
【地域の公私立大学等との 【地域の公私立大学等との
連携・支援に関する具体的 連携・支援に関する具体的
方策】 方策】
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【39】 【39】
【留学生交流その他諸外国 【留学生交流その他諸外国
の大学等との教育研究上の の大学等との教育研究上の
交流に関する具体的方策】 交流に関する具体的方策】
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【40】 【40】
【教育研究活動に関連した 【教育研究活動に関連した
国際貢献に関する具体的方 国際貢献に関する具体的方
策】 策】
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広島大学

Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上
３ その他の目標を達成するための措置
（２）附属病院に関する目標を達成するための措置
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【41】 【41】
【良質な医療人養成の具体 【良質な医療人養成の具体
的方策】 的方策】
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【42】 【42】
【研究成果の診療への反映 【研究成果の診療への反映
や先端的医療の展開のため や先端的医療の展開のため
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